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Abstract
 This paper is concerned with the interpretation of the “personality” , a significant word in the education 
of service and receiving visitors, clarifying the essential meaning based on its etymology and historical 
sources. The “personality” is a Japanese word showing one’ s personality and dignity and has been used 
in character evaluations since Heian classic literature was written. In modern times, its analysis was 
made in the field of education in particular to contribute to the development of human resources. In 
recent times, too, it is clear that it is an indicator for character evaluations in the jobs which ask for 
service and receiving visitors.
 On the other hand, however, it has been shown that the “behavior” or “language” , which used to 
constitute a part of “personality” in the Meiji era, has been dissociated from it, standing in its own right.
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７　白川静『字訓』の「から」の説明文に「人には「からだ」
という」とある。
８　googleを使用した。
９　ビジネスという視点を離れると、人物評価としては
平安時代でもそうであったように結婚相手の選抜に関
わるものが考えられる。例えば、国立社会保障・人口
問題研究所「平成22第14回出生動向基本調査（結婚と
出産に関する全国調査）」では、結婚相手の条件とし
て考慮・重視する項目のなかで「人柄」は、経済力、
職業、容姿、学歴、家事能力、仕事への理解、共通の
趣味と並記されている。
10　みずほ情報総研株式会社に経済産業省が委託して実
施されたものである。
11　正式名称は「ものづくり基盤技術進行基本法第８条
に基づく年次報告書」
12　正式な成果情報名は「中山間地域における地元農家
との関わりからみた新規就農者の地域定着条件」
13　これは、第４章で述べた坂本豊の『個性の観方つけ
方育て方』で「個性」と「人柄」が関連付けられていた
ことと共通する。
14　第２位は「自己アピール力」63.1%、第３位は「課外
活動」22.1%の順である。大学生の意識では、就職活
動で評価される項目は「人柄や個性」と「自己アピール
力」であることがわかる。
15　あてはまる＝２からあてはまらない＝−２と５段階
に点数化されていて、「人柄がよいか」は1.75、ついで
「地区の溝そうじや草刈り作業に積極的か」1.43、「地
区の防災や助け合い活動に積極的か」1.29となってい
る。
16　熱意・意欲93.2%、人柄91.7%、専門的知識・技能・
ら評価者には評価対象の人物を理解する拠り所となるも
のであって、わが国では平安の昔から人物評価の主要な
指標の一つとして使用されてきた歴史ある言葉である。
内面の外部表出であるので経済力や能力といったいわゆ
る「◯◯力」といわれる外来的要素は「人柄」には含まれ
ない。
　近代においては「人柄」は立ち居振る舞いに表れる行
為の結果として考えられ「人柄」の育成は教育の目的と
して考えられるようになった。現代では「人柄」からマ
ナーや態度を独立させて「人柄」に含まない考え方もみ
られるようになった。
　「人柄」が他人の外側にあり人の固有の本質にアクセ
スする手段であるという原義を持つ以上、評価者が評価
対象者の固有の本質を知ろうとすると「人柄」は人物評
価の指標として必要不可欠である。もちろん、客観的な
物差しをもって計量可能な「◯◯力」や事実と照合可能
な経歴とは異なり、「人柄」から評価者が知り得る評価
対象人物の固有の本質の内容については評価者の自由な
判断に委ねられる主観的なものである。しかしながら、
その判断は固有の本質にアクセスしたものと考えられ人
物評価として妥当性あるものと認識される。なぜならそ
れが「人柄」の原義だからである。このように評価者の
主観に委ねられながらも人物の固有の本質にアクセスし
ているとみなされる点において「人柄」は人物評価の無
尽の指標として高い汎用性と妥当性を持ち得ているので
ある。
　したがって、サービス接遇教育において「人柄」の育
成に携わる者は、まずは「人柄」とは他人の外側にあり
人の固有の本質にアクセスする手段であるという原義を
理解すべきである。そして次に、現代でも「人柄」は評
価者が評価対象者の外側をみて主観的に判断できる人物
評価の指標であることを認識する必要がある。サービス
接遇教育に携わる者は、そうした理解と認識をしっかり
と持った上で、サービス接遇教育の対象者にとって必要
な「人柄」、即ちそれぞれのビジネスの場において評価者
から高い評価を得られるような「人柄」の育成に努める
必要があろう。
注
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技術72.6%となる。熱意・意欲と人柄との差は縮まる。
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